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(57)【要約】
【課題】情報表示効果及び意匠効果を兼ね備えた機能を
有する表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置１０は、両面発光型の透明有機Ｅ
Ｌ素子１１と、透明有機ＥＬ素子１１に対向して配置さ
れ、入射した光を反射するベース部材１３とを備えてい
る。ベース部材１３の反射面１３ａは、装飾意匠面とし
て形成されている。装飾意匠面に形成された装飾意匠１
３ｂは、透明有機ＥＬ素子１１によって発光表示される
情報の位置の下方に表示される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明有機ＥＬ素子と、前記透明有機ＥＬ素子に対向して配置され、入射した光を反射す
るベース部材とを備え、
　前記ベース部材の反射面が装飾意匠面として形成され、前記装飾意匠面に形成された装
飾意匠が、前記透明有機ＥＬ素子によって発光表示される情報の位置の下方に表示される
ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記透明有機ＥＬ素子は、情報を表示する情報表示部と、模様を表示する模様表示部と
を有する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記装飾意匠が多数の斜面を有する凹状の多面体からなり、前記多面体は二次元アレイ
状に配列されている請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、特に、透明な有機ＥＬ素子を用いた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）素子を用いた表示装置の一例としては、自動車
等のシフトレバーの頭部に配置されるシフトノブにＥＬディスプレイからなる表示部を備
えたものがある（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　上記特許文献１に記載された表示部は、透明基板の表面上に透明電極層、発光層を含む
有機層、及び反射電極層を積層して形成された有機ＥＬ素子を構成している。
【０００４】
　有機ＥＬ素子は、シフトレバーにより設定される現在のシフトポジションを表す文字や
図形を発光させて表示するようになっている。それ故、有機ＥＬ素子により発光表示され
る文字や図形は、透明基板の裏面を通して観察されることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１３７２２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に記載の表示部は、有機ＥＬ素子を発光させることで文字や図形が表示
されるだけであり、意匠効果に乏しいものとなる。そのため、有機ＥＬ素子の利用による
表示だけではなく、有機ＥＬ素子の利用による意匠効果をも得ることができる表示装置の
出現が望まれていた。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、情報表示効果及び意匠効果を兼ね備えた機能を有する表示装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、透明有機ＥＬ素子と、前記透明有機ＥＬ素子に
対向して配置され、入射した光を反射するベース部材とを備え、前記ベース部材の反射面
が装飾意匠面として形成され、前記装飾意匠面に形成された装飾意匠が、前記透明有機Ｅ
Ｌ素子によって発光表示される情報の位置の下方に表示されることを特徴とする表示装置
を構成している。
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【０００９】
　前記透明有機ＥＬ素子は、情報を表示する情報表示部と、模様を表示する模様表示部と
を有することが好ましい。
【００１０】
　前記装飾意匠が多数の斜面を有する凹状の多面体からなり、前記多面体は二次元アレイ
状に配列されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、両面発光型の透明有機ＥＬ素子の特性を利用して、情報表示効果及び
意匠効果を兼ね備えた機能を有する斬新な表示装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施の形態に係る表示装置の一例を模式的に示す分解斜視図である。
【図２】実施の形態に係る表示装置の一部を構成するベース部材を模式的に示す図であっ
て、（ａ）は要部平面図であり、（ｂ）は（ａ）のＩＩｂ－ＩＩｂ線矢視断面図である。
【図３】実施の形態に係る表示装置を発光表示させたときの表示形態の一例を模式的に示
す要部平面図である。
【図４】ベース部材についての第１の変形例であり、（ａ）は要部平面図であり、（ｂ）
は（ａ）のＩＶｂ－ＩＶｂ線矢視断面図である。
【図５】第１の変形例に係るベース部材を備えた表示装置を発光表示させたときの表示形
態の一例を模式的に示す要部平面図である。
【図６】ベース部材についての第２の変形例であり、（ａ）は要部平面図であり、（ｂ）
は（ａ）のＶＩｂ－ＶＩｂ線矢視断面図である。
【図７】第２の変形例に係るベース部材を備えた表示装置を発光表示させたときの表示形
態の一例を模式的に示す要部平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の表示装置に係る実施の形態について、以下に添付図面を参照して説明する。な
お、実施の形態に係る図は、構成を説明し易くするため、縦横比等を誇張して表示してい
る。
【００１４】
（表示装置の全体構成）
　図１において、符号１は、車両用変速機の変速操作を行うためのシフトレバーである。
シフトレバー１は、シフトノブ２と、シフトノブ２を覆うノブカバー３とにより構成され
る。ノブカバー３は、シフトレバー１の位置情報や装飾意匠等を視認するための透過性の
表示窓３ａを有している。
【００１５】
　シフトノブ２とノブカバー３との間に形成される空間には、本実施の形態における特徴
部である表示装置１０が内蔵される。この表示装置１０は、各色に発光可能な透明有機Ｅ
Ｌ素子１１と、透明有機ＥＬ素子１１の裏面に対向して配置されるベース部材１３とを備
えている。ベース部材１３の裏面がシフトノブ２の頭頂部に設けられる。
【００１６】
　透明有機ＥＬ素子１１は、情報や模様等を発光表示する第１表示部として構成されてい
る。ベース部材１３は、室内、室外や透明有機ＥＬ素子１１から入射した光を反射する反
射体として構成されている。ベース部材１３は、表面側に向けて膨出する湾曲形状に形成
されている。
【００１７】
（透明有機ＥＬ素子の構成）
　表示装置１０の第１表示部である透明有機ＥＬ素子１１は、第１透明電極である透明陽
極と、第２透明電極である透明陰極と、透明陽極及び透明陰極の間に配置された透明有機
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発光層とを有している。
【００１８】
　透明有機ＥＬ素子１１は、透明有機発光層において発生する光を透明陽極及び透明陰極
の両側から外部へ取り出すことができるフレキシブルな両面発光型の透明有機ＥＬ素子と
して構成されている。透明有機ＥＬ素子１１は、消灯時（非発光時）に透明であり、透明
有機発光層に発光色の異なる発光材料を用いることで、点灯時（発光時）に異なる発光色
が発光されるように構成されている。
【００１９】
　透明有機ＥＬ素子１１には、透明陽極及び透明陰極を介して透明有機発光層に電源を供
給するフレキシブル基板１２が設けられている。フレキシブル基板１２を介して透明陽極
及び透明陰極の間に直流電源を印加することで、透明有機発光層には、ホールが透明陽極
から注入されるとともに、電子が透明陰極から注入される。
【００２０】
　透明陽極から注入したホール及び透明陰極から注入した電子が透明有機発光層内で再結
合する際のエネルギーによって、透明有機発光層中の有機発光材料が励起される。励起し
た有機発光材料が基底状態に戻る際に、透明有機発光層が発光する。
【００２１】
　透明有機ＥＬ素子１１の消灯時には、透明有機発光層は発光しないので、透明有機ＥＬ
素子１１によって発光表示される情報や模様等は出現しない。透明有機ＥＬ素子１１が点
灯状態になったとき、透明有機発光層において発生する光は、透明陽極及び透明陰極の両
側から出射される。
【００２２】
　透明有機ＥＬ素子１１のノブカバー対向面に配置された透明陰極側から出射する光は、
透明有機ＥＬ素子１１によって形成される情報や模様等を表す形状で、ノブカバー３の表
示窓３ａを通して視認される。
【００２３】
　図１及び図３に示すように、透明有機ＥＬ素子１１は、文字、数字、図形や記号等の情
報が発光表示される情報表示部１１ａと、模様が発光表示される模様表示部１１ｂとを有
している。
【００２４】
　図示例による情報表示部１１ａは、シフトレバー１のシフト位置が表示される位置表示
部として形成されている。一方の模様表示部１１ｂは、複数の水玉模様が線状や帯状等に
配列した状態で散在する図形表示部として形成されている。
【００２５】
　透明有機ＥＬ素子１１によって発光表示される情報表示部１１ａは、シフトレバー１の
シフト位置を表すドライブ（Ｄ）、ニュートラル（Ｎ）、リバース（Ｒ）、ホーム、回生
ブレーキ（Ｂ）の情報を表す形状で発光表示されるようになっている。これらのシフト位
置を表す情報は、透明有機ＥＬ素子１１の点灯時において白色、緑色、赤色等の任意の発
光色を発光する。模様表示部１１ｂの水玉模様は、透明有機ＥＬ素子１１の点灯時におい
て白色を発光する。
【００２６】
　一方、透明有機ＥＬ素子１１のシフトノブ対向面に配置された透明陽極側から出射する
光は、透明有機ＥＬ素子１１の裏面と対向して配置されるベース部材１３の表面を照明す
る。この照明光がノブカバー３の表示窓３ａを通して視認される。
【００２７】
　なお、透明有機ＥＬ素子１１については、任意の公知の構造や材料等を特に制限なく用
いることができる。
【００２８】
（ベース部材の構成）
　上記のような表示装置１０の構成によれば、透明有機ＥＬ素子１１によって発光表示さ
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れる情報や模様等に高い視認性が得られる。しかしながら、情報や模様等の視認性が高い
だけでは、立体感や奥行き感を出すことは困難であり、意匠性や高級感を演出することも
困難となる。
【００２９】
　図１、図２（ａ）、及び図２（ｂ）に示すように、本実施の形態に係る表示装置１０は
、透明有機ＥＬ素子１１が情報や模様等を発光表示する第１表示部の構成に加えて、室内
、室外や透明有機ＥＬ素子１１から入射した光を反射するベース部材１３の反射面１３ａ
を装飾意匠面として用いることにより、その装飾意匠面に形成された装飾意匠１３ｂが表
示される第２表示部の構成を備えている。
【００３０】
　第２表示部であるベース部材１３における装飾意匠面としての反射面１３ａには、三つ
の三角斜面を有する三角錐凹状に彫り込んだ装飾意匠１３ｂが多面体として形成されてい
る。この装飾意匠１３ｂは、透明有機ＥＬ素子１１の裏面と対向する反射面１３ａに二次
元アレイ状に配列されている。
【００３１】
　透明有機ＥＬ素子１１によって照明される第２表示部は、透明有機ＥＬ素子１１の消灯
時において室内や室外から入射した外光がベース部材１３の三角錐凹状の装飾意匠１３ｂ
に反射して光り輝くようになっている。ノブカバー３の表示窓３ａを通して、三角錐凹状
の装飾意匠１３ｂが反射した反射光を視認することができるため、この反射光は演出効果
を得るための演出光として用いられる。
【００３２】
　図１及び図３に示すように、ベース部材１３は、透明有機ＥＬ素子１１の位置の下方に
配設される構成となっている。この構成により、透明有機ＥＬ素子１１の点灯時には、透
明有機ＥＬ素子１１の透明陰極側から出射する光によって表示される情報や模様等がノブ
カバー３の表示窓３ａを通して見られる。
【００３３】
　一方、透明有機ＥＬ素子１１の透明陽極側から出射する光は、ベース部材１３の装飾意
匠面である反射面１３ａに形成された三角錐凹状の装飾意匠１３ｂに反射して光り輝く。
この三角錐凹状の装飾意匠１３ｂは、透明有機ＥＬ素子１１に表示される情報及び模様等
の位置の下方に立体的に鮮明な状態に表示される。
【００３４】
　ノブカバー３の表示窓３ａを通して、ベース部材１３における多数の三角錐凹状の装飾
意匠１３ｂが宙に浮いた状態に見られることによって立体的に視認される。その故、立体
感や奥行き感を演出することが可能となり、高級感を高めることができる。
【００３５】
（ベース部材の他の構成）
　上記のように構成されたベース部材１３の反射面１３ａは、三角錐凹状に形成された立
体構造体であるが、各種の立体構造体を特に制限なく用いることができる。光輝性等を阻
害しない構成であれば、装飾意匠１３ｂの形状や大きさ等を適宜変更することができる。
【００３６】
　図４（ａ）及び図６（ａ）に示すように、反射面１３ａの立体構造体としては、四角錐
の凹状に形成された多面体や四角台錐の凹状に形成された多面体に形成することもできる
。
【００３７】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）に示すように、ベース部材１３における装飾意匠面としての
反射面１３ａには、四つの三角斜面を有する四角錐凹状に彫り込んだ装飾意匠１３ｃが形
成されている。この装飾意匠１３ｃは、透明有機ＥＬ素子１１の裏面と対向する反射面１
３ａに二次元アレイ状に配列されている。
【００３８】
　透明有機ＥＬ素子１１の発光時や消灯時には、室内、室外や透明有機ＥＬ素子１１から
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入射した光がベース部材１３の四角錐凹状の装飾意匠１３ｃに反射して光り輝く。この光
り輝く効果により、四角錐凹状の装飾意匠１３ｃが反射した反射光を演出光として用いる
ことができる。
【００３９】
　図５に示すように、四角錐凹状の装飾意匠１３ｃは、透明有機ＥＬ素子１１により発光
表示される情報及び模様等の位置の下方に立体的に鮮明な状態に表示される。ノブカバー
３の表示窓３ａを通して、四角錐凹状の装飾意匠１３ｃが反射した反射光を視認すること
ができるため、立体感や奥行き感を演出することができる。
【００４０】
　図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように、ベース部材１３における装飾意匠面としての
反射面１３ａには、四角の底面を形成する四つの台形斜面を有する四角台錐凹状に彫り込
んだ装飾意匠１３ｄが形成されている。この装飾意匠１３ｄは、透明有機ＥＬ素子１１の
裏面と対向する反射面１３ａに二次元アレイ状に配列されている。
【００４１】
　透明有機ＥＬ素子１１の発光時や消灯時には、室内、室外や透明有機ＥＬ素子１１から
入射した光がベース部材１３の四角台錐凹状の装飾意匠１３ｄに反射して光り輝く。この
光り輝く効果により、四角台錐凹状の装飾意匠１３ｄが反射した反射光を演出光として用
いることができる。
【００４２】
　図７に示すように、四角台錐凹状の装飾意匠１３ｄは、透明有機ＥＬ素子１１によって
発光表示される情報及び模様等の位置の下方に立体的に鮮明な状態に表示される。ノブカ
バー３の表示窓３ａを通して、四角台錐凹状の装飾意匠１３ｄが反射した反射光を視認す
ることができるため、立体感や奥行き感を演出することができる。
【００４３】
　なお、ベース部材１３については、任意の公知の構造や材料等を特に制限なく用いるこ
とができる。また、ベース部材１３の表面処理として、透明有機ＥＬ素子１１の裏面と対
向する反射面１３ａに反射性を有する金属層を蒸着して光反射層として設けることができ
る。また更に、反射面１３ａにシルバー塗装等を行うこともできる。
【００４４】
　ベース部材１３の表面処理により、ベース部材１３の装飾意匠１３ｂ、１３ｃ、１３ｄ
によって反射が繰り返されるなどの装飾意匠効果を得ることができる。透明有機ＥＬ素子
１１から発生した光色の変化により、装飾意匠効果を得ることもできる。平らな面を有す
るノブカバー３の表示窓３ａを通して斬新な装飾意匠効果を得ることもできる。
【００４５】
（実施の形態の効果）
　以上のように構成された表示装置１０は、装飾意匠１３ｂ、１３ｃ、１３ｄを表示する
第２表示部であるベース部材１３の位置が情報や模様等を表示する第１表示部である透明
有機ＥＬ素子１１の位置の下方に配設された構成となっている。その結果、ベース部材１
３の凹状の装飾意匠１３ｂ、１３ｃ、１３ｄを、透明有機ＥＬ素子１１に表示される情報
及び模様等の位置の下方に立体的に鮮明な状態で表示することができる。このような効果
に加えて、次の効果が得られる。
【００４６】
　ベース部材１３の反射面１３ａに立体的な彫り込みを入れて、反射面１３ａを装飾意匠
面として用いることで、両面発光型の透明有機ＥＬ素子１１の特性を有効利用することが
できる。
【００４７】
　透明有機ＥＬ素子１１の発光時や消灯時における透明さを損なうことなく、発光時の情
報表示効果及び意匠効果と、消灯時の意匠効果との双方を実現することができる。
【００４８】
　ベース部材１３による彫り込み表示と、透明有機ＥＬ素子１１によるグラフィック表示
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とにより、立体的に表示可能な表現を増加させることができる。
【００４９】
　発光時や消灯時における見栄えを損なうことなく、透明感のある立体的な表示形態を表
現することができる。
【００５０】
　情報表示効果及び意匠効果を有するだけでなく、照明として機能させることができる。
【００５１】
　なお、上記のように構成された表示装置１０は、車載用、携帯用又は家庭用の各種機器
の表示装置に適用することができる。
【００５２】
　以上の説明からも明らかなように、本発明に係る代表的な実施の形態、変形例、及び図
示例を例示したが、上記実施の形態、変形例、及び図示例は特許請求の範囲に係る発明を
限定するものではない。従って、上記実施の形態、変形例、及び図示例の中で説明した特
徴の組合せの全てが発明の課題を解決するための手段に必須であるとは限らない点に留意
すべきである。
【符号の説明】
【００５３】
１…シフトレバー、２…シフトノブ、３…ノブカバー、３ａ…表示窓、１０…表示装置、
１１…透明有機ＥＬ素子、１１ａ…情報表示部、１１ｂ…模様表示部、１２…フレキシブ
ル基板、１３…ベース部材、１３ａ…反射面、１３ｂ，１３ｃ，１３ｄ…装飾意匠

【図１】 【図２】

【図３】
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